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会社概要

廃炉作業と原子力発電所のメンテナンスが主力ビジネス

⚫ 福島第一原発の廃炉作業や原子力発電所のメンテナンス工事を基盤事業とし、再生可能エネルギー事業、介護事業、
料飲事業を展開

主要取引先

2６年7月期
売上構成比

52.3 %
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秋田

鹿角事務所

福島

本社

広野事務所･工場

大川原工事事務所

元氣ジム

居宅介護支援事務所/

訪問看護ステーション

福島いわき
バイオマス発電所

東京

東京営業所

新潟

兵庫
千葉

木更津事業所

事業拠点一覧
（2026年7月末時点）

青森

青森営業所

宮城

仙台営業所

島根

柏崎事業所

神戸営業所

島根事務所

会社名 株式会社ビーエイブル

本社所在地
福島県双葉郡大熊町
大字夫沢字中央台551-6

代表者名 代表取締役 佐藤 順英

設立 1991年3月

資本金 36,695千円

従業員 229名

（2026年7月末時点）
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売上高・営業利益推移

事業拡大に伴い、売上高は着実に伸長

⚫ 成長投資を継続しつつ、営業利益は高水準へ回復
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• ※売上高と営業利益は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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営業利益 営業利益率

減益要因

下記の先行投資負担

• 風力開発

• 波力開発

• 鉄道関連の開発

売上高の推移 営業利益と営業利益率の推移
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セグメント別売上高

福島の復興を支える。廃炉および原子力発電所のメンテナンスが主力事業。再生可能エネルギー事業も推進

売上高合計

99.0億円

2026年7月期

廃炉分野

• 福島第一原子力発電所の廃炉作業

• 原子力発電所のメンテナンス工事及び改修工事

• 一般産業プラントの建設及び改修工事

• 一般産業プラント鉄骨加工、建方工事

• 大型レジャー施設、オリンピックなどのモニュ
メントの骨組など製作

87.0 ％ 86.1億円工事事業

2.9 ％ 2.9 億円その他事業

• 介護事業

• 料飲事業

10.1 ％ 9.9 億円

再生可能エネルギー事業

再生可能エネルギーの発電所等の開発・建設
工事・オペレーション＆メンテナンスを行う

•バイオマス発電

•太陽光発電

•風力発電

5

原子力分野

一般産業分野
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当社の強みと特徴

成長市場 × 高い参入障壁 × ストック収益モデルで持続的な企業価値向上を実現

•エネルギーの多様化を支える再生可能エネルギー
事業も展開

•国内最大級112MVも木質バイオマス専焼発電所を
建設・設営

1 日本のエネルギー転換を支える
成長市場

◼ 廃炉・復興の完遂

• 40年・8兆円規模の国策を通じた福島復興への
貢献

•独自開発のロボットを活用し、安全性向上に寄
与

◼ GXと地域創生

•地域雇用創出による地域創生モデルを確立

◼ 次世代エネルギー領域でも拡大

•風力・太陽光発電等の拡大、今後は波力発電の
実用化へ

日本のエネルギー課題を成長機会へ転換

•エネルギーの多様化を支える再生可能エネル
ギー事業も展開

2 高難易度領域で築いた参入障壁

◼ 「現場力×開発力」の融合

•現場課題を即座に自社開発へ反映

•迅速な対応力と柔軟性を実現

◼ 高付加価値なポジショニング

•他社が参入しづらい高難度領域を中心に展開

•豊富な実績と顧客の信頼に支えられた高い
元請比率

◼ 廃炉領域のさらなる拡大

• AI・ロボット技術により対応領域を拡大

•生産性と安全性を継続的に向上

現場知見と技術開発力が模倣困難な競争
優位性を実現

3 長期安定収益を生む事業モデル

◼ 原発再稼働の本格化

•再稼働に伴うメンテナンス需要を着実に受注

•継続性の高い収益機会を獲得

◼ 重要なパートナー

•原子炉本体周辺のコア業務に精通

•原子炉メーカとの強固なリレーション

◼ 再生可能エネルギーによる収益基盤

•バイオマス発電所の配当受領へ

•各種発電所の継続的なオペレーション＆メンテ
ナンスでの収益獲得

ストック型収益の拡大により持続的な成長
を実現

•国内最大級112MWの木質バイオマス専焼
発電所を建設・運営
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2026年7月期決算概要
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決算サマリー

⚫2026年7月期の実績

- 売上高は、9,908百万円(前期比＋10.3％)

⇒工事事業、特に廃炉関連工事の牽引で受注基盤を拡大し、増収

- 営業利益は、1,009百万円(前期比＋ 50.4％)

⇒売上原価は前期より増加したものの、増収効果に加え販管費が微減したことで、大幅な増益

- 当期純利益は、735百万円(前期比＋ 54.6％)

⇒過去最高益

8
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損益計算書

収益力向上により過去最高益を更新

2025年7月期 2026年7月期 2026年7月期

実績 実績 前期比 計画比 計画値※1

売上高 8,984 9,908 ＋10.3% ＋1.3％ 9,783

工事 7,852 8,619 ＋9.8% － －

再生可能エネルギー 930 998 ＋7.3% － －

その他 200 291 ＋45.0% － －

営業利益 671 1,009 ＋50.4% -10.8％ 1,131

（営業利益率） 7.5% 10.2% ＋2.7P － －

工事 1,143 1,601 ＋40.0% － －

再生可能エネルギー 1 ▲14 － － －

その他 ▲98 ▲96 － － －

経常利益 656 1,022 ＋55.6% -7.9％ 1,110

当期純利益 475 735 ＋54.6% ＋0.8％ 729

EPS※3 65円83銭 97円99銭 － － 97円16銭

(単位：百万円）

9

※1：２０２６年７月２９日付でリリースした計画数値
※2：金額は百万円未満を切り捨てて表示
※3：2026年３月４日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を

算定しております。
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セグメント別業績

工事事業が好調で増収増益・最高益

⚫ 福島第一原発向け廃炉関連工事が順調に進捗

⚫ 廃棄物処理関連の大型案件を連続受注

⚫ 島根2号機、再稼働後初めての定期検査受注で売上に貢献

10
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⚫ 風力発電関連メンテナンス業務が拡大

⚫ 電力小売事業の立ち上げ、戦略的先行投資により事業基盤を
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貸借対照表

成長投資と財務基盤強化を両立

11

⚫ 成長資金の確保により現預金が増加

⚫ 佐野バイオマス発電所、beABLE研究開発センター、富津

新工場関連投資⇒将来を見据えた投資

⚫ 総資産は前期比25.7億円増の121.5億円へ拡大

⚫ 利益積み上げと資本増強で純資産が増加

⚫ 自己資本比率は53.2％から62.3％へ

貸借対照表

（百万円）
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トピックス_1

将来の成長に向けた事業基盤構築に関連する取組み

12

⚫ 高線量環境下での当社ロボット技術活用

- 福島第一原子力発電所の廃炉関連工事において、遠隔操作
ロボットを活用し、原子炉建屋内の高線量環境下における
映像確認、放射線量測定を遂行

- 通常を大幅に上回る開発スピードで遠隔操作ロボットを約２か月
で開発・実装し、廃炉関連工事を完了

⚫ 佐野バイオマス発電所 2025年12月

- バイオマスフューエル(株)が設立した合同会社佐野バイオマス発電
に関西電力(株)、那須建設（株）と共に出資

- 出力7,100kW・年間発電量約5,700万kWhを計画し、2028年9月の
運転開始を目指す

- 東京メトロとバーチャルPPAを締結し、再エネ環境価値の提供を
通じて脱炭素化に貢献する

関西電力 当社 バイオマスフューエル 那須建設

佐野バイオマス発電 東京メトロ

バーチャルPPA出資

日本卸電力取引所(JEPX) 小売電気事業社

環境価値の提供

19.9%49.0% 13.1%18.0%

（出資比率）

佐野バイオマス発電所イメージ図
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トピックス_2

将来の成長に向けた事業基盤構築に関連する取組み

13

⚫ 陸上風力発電所メンテナンスチームの技術力強化

- 今後、ビジネスの拡大が見込まれる陸上風力発電所のメンテ
ナンスチームの技術力、安全知識の向上を目的に福島市飯坂町に
ある「ふくしま風力O＆Mアソシエーション」で教育・トレーニングを
実施し盤石な体制の強化

⚫ 地域の環境価値向上

- 新たに鹿角市にBCPセンタ開設し、自社の事業継続拠点として活
用、災害対応力を強化

- 空きスペースを地元企業等に提供し、地域全体のBCP強化にも
貢献

- 今後はコンテナ型データーセンタを計画し将来は発電事業と連携
することで、地域の環境価値向上に向けた取り組みを推進
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2027年7月期通期業績予想
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2027年7月期 通期業績予想

15

2026年7月期 2027年7月期

通期実績 通期予想 前期比

売上高 9,908 11,849 19.6％

工事 8,619 10,049 16.6％

再生可能エネルギー 998 1,438 44.1％

その他 291 362 24.4％

営業利益 1,009 1,418 40.5％

（営業利益率） 10.2% 12.0% ＋1.8P

工事 1,601 1,864 16.4％

再生可能エネルギー ▲14 162 －

その他 ▲96 2 －

経常利益 1,022 1,388 35.8％

当期純利益 735 956 30.0％

EPS※2 97円99銭 92円23銭 －

(単位：百万円）
【前提条件】

売上高
◼工事事業
(廃炉)

• 現在の継続案件の継続
• 新規案件の受注拡大
(原子力)

• 再稼働に向けた安全向上工事(島根・志賀・東海第2)

• 特定重大事故等対処施設関連工事(柏崎等)

• 柏崎6号機再稼働後、初定期検査
(一般産業)

• 京葉工業地帯を中心にプラント関連工事の受注拡大
• 佐野バイオマス発電所建設工事
• データセンタ建設準備工事

◼再生可能エネルギー事業
• バイオマス発電所並びに風力発電施設のO＆M工事
• 既設バイオマス発電所への参画に向けた計画
• バイオマス発電所由来の電力供給開始
• 地産地消のいわきバイオマス電力の供給拡大

◼その他事業
• 環境価値創出事業の展開を検討

※1：金額は百万円未満を切り捨てて表示
※2：2026年8月31日のオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資の影響を考慮

しております。

今期も増収増益予想
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設備投資・研究開発費の状況
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2026年7月期 2027年7月期

実績 期初計画 達成率 計画

設備投資 1,459 1,211 120.5% 1,289

減価償却費 276 247 111.7% 335

研究開発費 178 253 70.4% 237

(単位：百万円）

主な設備投資計画

2026年7月期

• beABLE研究開発
センター建設費用

• 富津工場用の土地
取得

• 特殊車両購入

2027年7月期

• beABLE研究開発
センター建設費用

• 蓄電池関連費用

企業価値向上を目指し、積極的に成長投資を実施

※金額は百万円未満を切り捨てて表示
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株主還元

成長投資および継続的かつ安定的な配当を重視

⚫ 中長期的な企業価値向上を重視し、成長投資の推進と共に株主還元も実施

17

株主

配当原資確保

継続的かつ安定的な配当

内部留保資金
原子力・廃炉基盤拡充

再生可能エネルギー

関連の開発

収益力の強化

• 一株当たり配当金は20円を下限とする方針

• 収益力強化に向けて、今後の収益力強化の中心と
なる原子力・廃炉関連の事業基盤拡充と再生可能
エネルギー関連の開発等の成長投資を推進

⇒企業価値向上に繋がる成長投資を進めつつ、
株主還元の強化をバランスを取りながら実施

【基本方針】
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Appendix
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社是・経営理念

「人として正しいことを正しいままに貫く」

全従業員の物心両面の幸せを追求すると共に
人類・社会の進歩発展に貢献する

ビーエイブルは、一緒に仕事をする仲間全員の

物心両面の幸せを追求する会社です。

また、立派な誇れる企業として、

社会、業界の発展に貢献していきます。

経営理念

技術・技能

人類・社会の進歩発展に貢献

イノベーション

全従業員の物心両面の幸せ

人間として何が正しいか「利他」をベースとした考え方、

思いやりの心をもつ

利他

より高度なエンジニアリングへの挑戦

IT・人工知能を駆使した
先端技術でよりよい社会を作る

現場力を究める

他社の追随を許さない
現場管理・現場機能

社是

MISSION
全従業員の物心両面の幸せを追求すると
共に人類・社会の進歩発展に貢献する

エネルギー事業を通して世の為、人の為に
つくす

VISION

VALUE Yes, it’s possible! 不可能を可能に！

19
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沿革

復興のストーリー。福島第一原発の廃炉事業を基盤に業容を拡大

⚫ 東京電力HD等からの難易度の高い業務要請を確実に遂行。これまでに多数の実績

1991 199719961995 2007200620052004 2026202520242023202220212020201920182017201620152014201320122011

3月

東設エンジニアリング株式会社
（現 当社）設立

11月

商号を
株式会社エイブルに

変更

8月

柏崎事業所開設

9月

東京事務所開設

6月

神戸営業所開設

3月11日
東日本
大震災

6月

広野事務所開設
本社機能移転

10月

介護事業開始

元氣ジムいわき小島町
開設

3月

木更津事業所開設
4月

福島いわき
バイオマス発電所
営業運転開始

5月

料飲事業開始

4月

大川原事業所
開設

8月

商号を
株式会社

ビーエイブルに
変更

3月

島根営業所開設

4月

仙台営業所開設

データセンタ事業開始

鹿角データセンタ開設

7月
東証スタンダード市場へ

上場

事業領域拡大の系譜 その他事業（地域創生）

再生可能エネルギー事業

福島第一原発 廃炉緊急対応

原子力プラント保守

工事事業

20
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工事事業（廃炉分野）

福島第一原発の廃炉作業、原子力プラントのメンテナンスが主力

⚫ 福島第一原子力発電所の廃炉作業が基盤。遠隔操作ロボットを活用した工事が強み

【事業系統図】

遠隔解体重機

筒身解体装置

遠隔操作ロボット等に
よる廃炉作業

21

仕入れ先

・減容処理設備
オペレーション

・廃棄物処理
・汚染水対策 など

工事

販売先

東京電力HD

電力会社ほか

発注

請負工事

工事発注
(請負工事)

工事請負契約
（元請）

工事請負契約
（1次下請）

日立GE・
東芝プラント

ほか

元請外注先

遠隔解体操作室
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工事事業（原子力分野）

福島第一原発の廃炉作業、原子力プラントのメンテナンスが主力

【事業系統図】

配管特殊開先加工

非常用発電機点検

制御棒点検

22

⚫ 原子力および一般プラントの設備工事、メンテナンス事業も創業時より展開、原子力発電所の
さまざまな業務に対応

原子力プラント保守

仕入れ先

工事

販売先

東京電力HD

電力会社ほか

発注

請負工事

工事発注
(請負工事)

工事請負契約
（元請）

日立GE・
東芝プラント

ほか

元請外注先

工事請負契約
委任契約など
（1次・2次下請）
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工事事業（一般産業分野）

産業プラントやテーマパークにおけるモニュメントの製作・工事を展開

⚫ 創業から培った堅実な建設工事技術が強み

⚫ プラント工事・各種モニュメント他製作・据付工事を展開

【事業実績】

【主な工事内容】

（現地据付）

出光1JT着桟設備工事
富士石油5号桟連絡橋設置

富士石油5号桟橋

ジャケット用杭加工

⚫ 産業プラント設備の保守点検や改修工事、新設工事

⚫ 京葉・京浜工業地域をメインに鉄骨の制作から現地での建方までを実施

⚫ テーマパークにおける各種モニュメント等の制作・据付工事

⚫ 千葉県木更津市に鉄骨加工工場を有し、機動的な事業展開が可能な体制を整備

23
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再生可能エネルギー事業

発電所開発・建設工事・ オペレーション・メンテナンスを一気通貫で展開

⚫ 電力プラントの運用で蓄積した発電に関するノウハウを活かし、国内最大112ＭＷの木質バイオマス専焼発電所を運営

⚫ 太陽光発電、風力発電、波力発電などの再生可能エネルギー事業も展開し、環境に優しいエネルギーの創出を推進

【国内最大のバイオマス発電所の企画・建設・管理・運営を行う】

福島いわきバイオマス発電 太陽光発電 風力発電 波力発電

【自然エネルギー関連】

GEスコアカード

発電電力量

2025年発電実績 ： 約8億2,300万kWh / 年

事業計画 ：
約7億7,000万kWh／年

一般家庭 約25万世帯分

GEの作業許可を取得

GEは作業許可条件が「95点以上」と厳格

24
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経営目標と主要KPI

主要KPIとして、営業利益率・経常利益率 10％以上達成に向け3つ設定

営業利益率および経常利益率

10％以上

◆ 元請案件は採算性が高く、その比率は収益拡大に紐
づく重要な指標

55％以上

※元請による受注金額ベース

52%
61%

52%

元請比率

24/7月期 25/7月期

◆ ロボット技術を活用した高難度案件、特命案件は付
加価値が高く、その件数は戦略上重要な指標

※1件当たり受注金額5,000万円以上の案件
※競争入札によらず個別に指名を受けて受注する案件

4件 4件 
6件 

24/7月期 25/7月期 26/7月期

高難度案件または新規工法を伴う
提案による特命受注件数

5件以上/年

◆ 大型案件は高難度案件と同様に付加価値が高いた
め、その金額比率は収益性向上に紐づく重要な指標

※1件当たり受注金額1億円以上の案件

62%
53% 57%

大型案件受注金額比率

50％以上

24/7月期 25/7月期

25

26/7月期

26/7月期
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工事事業_廃炉分野/ロボット開発で廃炉作業に革新

ロボット開発で廃炉作業に革新

⚫ 廃炉に向けて数々の災害対応ロボットを開発

⚫ 高難度案件に対し、企画提案からパーツ設計・加工、製作、組み立てそして現場作業までワンストップで自社対応

26

１、２号排気筒の無人解体工事

遠隔操作車両 車両内イメージ

無線

排気筒～遠隔操作車両200ｍ

2号機西側道路

１／２号機排気筒

解体装置

無線

解体
装置

大型クレーンで
解体装置を吊り上げ

有線

33.5m盤
1-2号超高圧開閉所

解体装置を
遠隔操作バスから操作

120m

総理大臣賞受賞3種類のロボットを駆使当社敷地内に製作した
排気筒上部と同サイズ
の模擬筒

3D CADによるデータ
解析や実物テストを
実施

ロボット製作プロジェ
クト会議風景

約10万点のパーツ設計、
加工、製作、組立

旋回台

主柱切断
装置

筒身解体
装置

斜材切断
装置

54321
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工事事業_廃炉分野/ロボット開発

廃炉事業でのAIロボット開発中

⚫ 廃炉作業でのAIロボット開発・投入により生産性が飛躍的に向上へ。作業人員の安全性向上が期待される。2027年頃投入を目
標

27

ヒューマノイドロボット開発 物体検出システム開発

自動塗装ロボット開発

ホイール型四足歩行ロボット開発 四足歩行用アーム

協働同期ロボット（がれき分別）開発
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工事事業_原子力分野/原子力発電所メンテナンス

原子炉本体廻りの作業でも多数の実績

⚫ 高難度の原子炉本体廻りの作業でも多数の実績

⚫ ABWR原子炉、BWR原子炉で豊富な実績。毎年実施が必要な整備点検等のストックビジネスが主体

⚫ BWRプラントで今後再稼働を計画しているのは、ABWR型（アドバンスBWR）で、当社はABWR型の技術力で差別化

28

【当社作業実績】

①
RPVヘッド
（原子炉圧力
容器上蓋）

②
ドライヤー
（蒸気乾燥器）・
セパレーター
（気水分離機）

③
CRD
（制御棒駆動機構）

⑤
RIPインペラー

④
RIP

（原子炉冷却材
再循環ポンプ）

BWR原子炉本体廻り作業実績

実績に裏付けされた

信頼の増加

他社が

対応できないため

当社独占的受注

高付加価値サービスの提供

左記③、④、⑤は当社の強み
①、②についても実績もあり

ABWR実績

• K-7 CRGT内点検及び
FS孔清掃

BWR実績

• K-4 RPVシュラウド
溶接部予防保全工事

炉内点検及び炉内機器移動での実績

ABWR実績

• K-7RPV上蓋開放作業
（デテンショニング／シート
面磨き手入）

• K-7RPV上蓋閉鎖作業
（テンショニング／Ｏリング
取付）

BWR実績

• K-5原子炉開放・閉鎖
工事一式
（RPV-H off.on、ドラセパ
off.on、MSLP取付.取外し、
炉内機器移動、PCVハッチ
解放閉鎖）

• K-4RPV上蓋開放作業
（デテンショニング／
シート面磨き手入れ）

原子炉本体廻りの実績
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工事事業_原子力分野/原子力発電所の今後の再稼働とメンテナンスビジネス

原発再稼働に向けた動向

⚫ 原発再稼働により設備工事、メンテナンス需要が長期的に拡大

29

【国内の原子力発電所の新規制基準適合性審査等の対応状況】
（BWR・ABWR（沸騰水型）炉)のみ）

審査中

未申請※1

再稼働済※2

許可

未申請

2,237.2万kW

審査中

845.7万kW許可

472.4万kW

稼働

1,325.3万kW

廃炉

1,742.3万kW

合計

6,622.9万kW

注：2025年7月30日時点

※東海第二原子力発電所、志賀原子力発電所2号機、島根原子力発電所は
当社が安全対策工事を担当

中国電力

島根原子力発電所2号機
再稼働後初の定期検査実施中
（ストックビジネス）

日本原子力発電

東海第二原子力発電所
～2028年4月
安全対策工事完了・工事
（フロービジネス）
2029年4月
再稼働予定（ストックビジネス）

北陸電力

志賀原子力発電所2号機
2028年7月～2030年12月
安全対策工事完了・準備工事
（フロービジネス）
2031年3月
再稼働予定（ストックビジネス）

東京電力

柏崎刈羽原子力発電所6号機
再稼働（ストックビジネス）

当社が関与する原子力発電所

当社が再稼働に際し
工事・点検等を行う
原子力発電所

※1：計画中等も含む、※2：定期検査中のものも含む
出典：電気事業連合会「国内の原子力発電所の再稼働に向けた対応状況」

東京電力
東通 1、2号機

北陸電力
志賀 1号機

東北電力
東通 2号機

東京電力
柏崎刈羽 1、2、3、4、5号機

東北電力
女川 3号機

中部電力
浜岡 5、6号機

中国電力
上関 1、2号機

電源開発
大間

東北電力
東通 1号機

北陸電力
志賀 2号機

中部電力
浜岡 3，4号機

中国電力
島根 3号機

東京電力
柏崎刈羽 7号機

日本原子力発電
東海第二

東京電力
柏崎刈羽 6号機

東北電力
女川 2号機

中国電力
島根 2号機

受注済み案件

受注確度の高い案件
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再生可能エネルギー事業/木質バイオマス専焼発電所

バイオマス発電所のプロジェクトマネジメント＆運用保守を担う。成長力強化と地域活性化を図る

⚫ 福島いわきにおいて木質バイオマス専焼発電所の運営を行う。関西電力、クラフティアと共同出資で事業リスクを低減

⚫ 出資比率：関西電力50%、ビーエイブル45%、クラフティア（九電工）5%

30

福島県内に国内最大の木質バイオマス専焼発電所「福島いわきバイオマス発電所」を建設。2022年4月より運転を開始

発電所名 福島いわきバイオマス発電

事業者 エイブルエナジー合同会社

所在地 福島県いわき市（好間中核工業団地内）

木質ペレットバイオマス発電

会
津
地
方

中
通
り

浜
通
り

蒸気タービン

2022年4月営業運転開始

50%

45%

出資比率

5%

定格

出力
112,000kW

海外バイオマス燃料
（木質ペレット／北米他）

燃料

発電

電力量 事業計画：約7億7,000万kWh／年

一般家庭約25万世帯分

約8億2,300万kWh／年
2025年

発電実績：
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再生可能エネルギー事業/持続的な利益貢献

福島いわきバイオマス発電所から数年後より配当受領予定で持続的な利益貢献へ

⚫ 福島いわきバイオマス発電所を運営するエイブルエナジー社から数年度以降より配当等のリターン受領予定。
持続的な利益貢献ステージへ

31

6.22 

7.20 
7.97 8.23 

0

2

4

6

8

10

2022年 2023年 2024年 2025年

発電実績

【福島いわきバイオマス発電所】

約8.23億kWh年間発電電力量

（億kwh） 事業計画の発電電力量

※2022年のデータは、 4月の営業運転開始からのデータ

為替ヘッジと20年の燃料調達契約による安定経営

1 事業計画の発電電力量は約7億7,000万kWhであったが、発電電力量
は順調に増加が続き2024年以降、計画を上回って推移

事業計画に則って数年後より配当受領予定

2 事業計画を上回る順調な発電電力量が続いていることから、計画通り

数年後以降よりエイブルエナジー社から配当受領のスケジュール

持続的な利益貢献体制を整備

3 配当開始により中長期的な利益貢献体制が整備される
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再生可能エネルギー事業/波力発電

国内ではまだ実用化されていない波力発電プロジェクト

⚫ 島国・日本ならではの次世代の再生可能エネルギーに向けて波力発電開発を推進

32

2026 2027 2028 2029

実験機試作・海上試験 装置検討・詳細設計・陸上製作 海上試験 事業化へ

3年後の
実用化を
目指す

2026年2月

海上試験にて発電を確認

海上試験

請戸川河口北側（水深4ｍ）
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その他事業

介護事業、料飲事業、データセンタ事業を運営

⚫ 通所介護/デイサービス3施設と地域の食材を生かしたレストラン1施設、コンテナ型データセンタを展開し、地域の社会貢献を
推進

33

【地域貢献を通じて共に成長する事業】

料飲事業

レストラン Garden

地産地消しながら
地域と連携するレストラン

介護事業

元氣ジム

地域に根付いた
介護予防事業施設

レストラン Gardenの味
を

キッチンカーでお届け

データセンタ事業

コンテナ型データセンタ

地理的利点を生かした
コンパクトなデータセンタ

1

2

3

※：セグメント間取引については、相殺消去しております。全社消去は未反映

149

200

291

▲ 99 ▲ 98 ▲ 96

▲ 200

▲ 100

0

100

200

300

400

24/7月期 25/7月期 26/7月期

売上高 営業利益（百万円）
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その他事業

地域と共に発展・成長するビジネスモデル

⚫ その他事業（介護、料飲）に再エネやデータセンタを核として地域活性化を図る

34

消防署

警察署

ポンプ室
ITコンテナ

熱源設備

発電機

UPSコンテナ

受変電設備

データセンタ

【鹿角東部市民ウインドファーム事業（仮称） 電力供給構想】

鹿
角
市

国内外利用

市役所

災害時でも
風力発電で貯めた
電気を使える！

地域医療の
連携

林業

鹿角市のユネスコ無形文化遺産

毛馬内盆踊り大日堂舞楽花輪ばやし

鹿角市を北東北の
物流拠点へ

風力発電所

農業

東北自動車道大館能代空港

データセンタや
工場の誘致

病院

EVステーション

電力

蓄電所

鉱山の冷気を利用

尾去沢鉱山跡地

冷涼な空気
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技術開発力の強化

ニッチトップな技術・現場力

⚫ 現場起点の技術開発力を一層強化。新たにbeABLE研究開発センターも2027年2月に完成予定

35

現場に根差した開発力・開発体制

保有技術例

技術力を発揮した事例

beABLE研究開発センター

2027年2月末完成予定

申請中：1件特許数 取得済：6件
（うち、当社単独権利所有2件）

①波力発電：リアルタイム制

御方式を用いた浮体式波

力発電システム

②排気筒：クレーンを用いた

遠隔制御として排気筒切

断システム

③ドローン：センサー技術と

組み合わせたドローン技術

④赤外線センサーによる太陽

光自動監視システム

1

2

3

4

• 海に浮いた状態で発電が可能

• どの方向からの波にも対応

• 24時間安定して発電

排気筒解体装置自社製作風景波力発電1 2

貯留タンクの健全性確認

シート片掴み状況

水中ドローン 赤外線による太陽光診断3 4
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本資料の取り扱いについて

資料に掲載されている情報には、将来の見通しに関するものが含まれています。これらの情報は、現時点で
当社が入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、リスクや不確実性を含む
ものです。当社としてその実現や将来の業績を保証するものではなく、実際の業績はこれら将来の見通しと
大きく異なる可能性があることにご留意ください。上記の実際の業績に影響を与える要因としては、一般的な
業界および市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

本資料における将来情報に関する記載は、上記のとおり本資料の作成時点のものであり、当社は、それらの
情報を最新のものに随時更新する義務も方針も有しておりません。また、本資料の全部または一部は、当社の
承諾なしに、いかなる方法もしくは媒体または目的においても、複製、公表または第三者に伝達（直接であるか
間接であるかを問いません。）することはできません。

本資料は、当社に関する情報提供を目的としたものであり、国内外を問わず、いかなる有価証券、金融商品
または取引に関する募集、投資の勧誘または売買の推奨を目的としたものでもありません。本資料は、金融
商品取引法またはその他の法令もしくは諸規則に基づく開示書類ではありません。投資のご検討にあたっては、
必ず当社の開示情報をご覧いただいたうえで、投資家ご自身の判断で行うようにお願いいたします。
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